










































自治区の東北部にある大興安嶺､小興安嶺地域であり､北緯480 -530 ､東経1220 -1310の範
囲である｡そのうち､ 20世紀前半におけるオロチョンのウリレン構成の流動性の分析対象は､中興
安嶺地域､托河･諾敏河流域であり､ 20世紀後半におけるオロチョンの村の構成変化についての主
な分析対象は､内モンゴル自治区境内の希日特奇相､黒龍江省境内の新生村である｡
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3､研究の枠組みと方法
1)枠組み
研究史上の問題点を解決するためには､オロチョンの社会集団の流動性に関して､大きく分けて
2つの研究枠組みから検討する必要性がある0第一に､生業活動を把握するための枠組みである｡
生態人類学においては､生業活動が重要かつ基本的な問題となる｡本研究では､狩猟採集のほか農
耕など現金獲得を含めた生業経済として｢生業活動｣を捉えている｡狩猟においても､自家食料を
獲得する狩猟と商品生産のための狩猟の2種類に分けて検討するoそして､オロチョンの居住形態､
生業活動の技術などの要素からオロチョン社会の集団構成の変化を検討する0第二の研究の枠組み
としては､国家政策の内容を異なる2つの時期に区分することを通して､各時期の政策とオロチョ
ンの集団の流動性との関係を歴史的に把握する点である｡国家政策とオロチョンとの関係に着目す
ると､路佐制設置政策期､定住化政策期の2つに分けることができた｡オロチョンの生活をこれに
照らし合わせてみると､それぞれ｢遊動生活の時代｣､ ｢定住生活の時代｣､に対応している｡
2)方法
国家政策の内容を､各時期の政策とオロチョンの集団の流動性との関係を歴史的に把握するため､
｢棄猟帰農政策時代｣､ ｢定住化政策時代｣の2つに分ける｡そのうえで民族誌､社会史的資料とフ
ィールドワークによって得られたデータをもとに､オロチョン社会におけるウリレンの構成世帯相
互の親族関係およびウリレンの構成世帯の流動的な変化を把握した｡そして地域ごとに構成類型別
にみたウリレンの割合を分析した｡さらに､ウリレンの移動範囲､移動の原因､ウリレンの社会構
造と流動性の関係､そしてその構成の流動性のメカニズムを分析したo村の住民構成の実態を把握
するため､フィールドワークによって得たデータを用いて､狩猟採集民と国家政策との関わりを明
らかにする問題意識のもとで､村を二つの類型に分類し､地域ごとに村の形成背景とその構成員(世
帯)の流動変化を考察した｡
4､日次
第1章　序論
第2章　オロチョンの社会構造の変動とウリレン構成の分析
第3章　遊動生活の時代における生業活動と居住形態
第4章　ウリレン構成の流動性とそのメカニズム
第5章　定住生活の時代における生業活動
第6章　オロチョン村の形成と社会集団の構成変化
第7章　結論
5.各章の内容
第1章では､狩猟採集社会に関する研究のパラダイムの変遷､および伝統主義と歴史修正主義を
めぐる論争に注目しながら､狩猟採集社会における社会集団の流動性に関する研究の問題意識と研
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究傾向を整理し､本研究の理論的な立脚点とその意義を示した｡
第2章では､20世紀前半におけるオロチョンの集落社会の枠組みがいかに形成され､そして維持､
変化してきたのか､定住前ではどのような状況にあったのかについて､従来の民族学､歴史学､地
理学において､オロチョンに関する研究成果を参照しながら､整理した｡また､ 1900-1940年のウ
リレンの構成を父系拡大家族型､同姓親族型､直接婚姻型､多氏族型､無親族型の5つの類型に分
類したあと､地域別にその構成類型割合を分析した｡ウリレン構成規模の分析結果から､中興安嶺
地域より大興安嶺地域におけるウリレンの規模が大きいことが判明した｡
第3章では､オロチョンの狩猟採集を中心とした生業活動を概説したうえ､猟法と狩猟対象､馬
の使用､狩猟集団の構成原理､毛皮の交換など4つの視点から､ ｢遊動生活の時代｣のオロチョン
の生業活動を検討した｡そして生業活動と集団構成の流動的変化の関係について分析し､さらに､
ウリレンの集落形態と信仰との関連性について考察した｡その結果､ ｢遊動生活の時代｣における
オロチョンは､動物-の依存性が極めて高く､個人猟の増加にともない､集団の構成員の流動性が
高くなることを明らかにした｡また､ウリレンの空間形態と信仰とが緊密に結び付いていたことが
明らかになった｡
第4章では､小興安嶺地区､諾敏河流域におけるウリレンを例として､地図と地名を用いてウリ
レンごとの居住者を追跡した｡ウリレンを構成する世帯の名前を､年次を変えて照合することによ
って､ウリレンの構成世帯の流動的な変化の具体像を把握し､ 20世紀前半にけるオロチョンにおけ
るウリレン構成員の流動性とそのメカニズムを考察してきた｡その結果､オロチョンにおいて社会
集団の空間的流動性が存在していたこと､その地域差が存在することが明らかになったoまた､ウ
リレンの構成員が流動的に変化する背景は､狩猟採集という生業に関わるものと､親族の人間関係
の変化に関わるものの2つが大きいことを指摘した｡
第5章では､オロチョンの農耕･定住の萌芽と｢棄猟帰農｣の実施､及び1950年代以後､定住化
のプロセスを検討した｡また､定住後の狩猟活動がオロチョンにとってもつ意味を考察した｡その
結果､オロチョンによる農業経営の萌芽が､外部世界の影響を受けた結果であることが明らかにな
った｡また､定住後に生業としての狩猟活動を続けられることは､オロチョンにとって､オロチョ
ン村における他民族の構成員の割合が簡単に増加しないこと､伝統的な工芸技術などの継承が順調
にいくこと､民族のアイデンティティーを支えることの3つの点において重要な意味をもっている
ことが判明した｡
第6章では､新生村と希日特奇相の例を通して､オロチョン村の構成形態を2つの類型に分類し
た｡定住後のオロチョン村の構成員(世帯)の流動変化とそのメカニズムを考察したうえで､オロ
チョンの定住化には､政府による一連の優遇政策が大きく関与し､なかでも､政府が無料で家屋を
提供することが大きな原因であることを指摘した｡また､オロチョン村にはオロチョン世帯の親族
ネットワークが存在していると同時に､もう一つ異民族の配偶者により形成された親交ネットワー
クが存在することを見出した｡
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6､結論
1)オロチョンの社会集団の流動的変化とそのメカニズム
調査資料を分析した結果､20世紀前半のオロチョン社会において､少なくとも托河･諾敏河流域､
中興安嶺地域のウリレンの構成員が流動的に変化していたことがわかった｡また､托河･諾敏河流
におけるウリレンの同一構成員(世帯)率(U値)は､小興安嶺地域と比べると､比較的に低いこ
とが明らかになった｡つまり､ 20世紀前半のオロチョンにおいては社会集団の空間的流動性が存在
していたことが明らかになった｡
20世紀前半のオロチョンの社会集団に流動性が生じた背景として､狩猟採集という生業に関わる
ものと､親族の死という人間関係の変化に関わるものの2つが大きいかったことがわかる｡つまり､
既に親族関係にある者の誰かが居住しているウリレンに移動する場合は､社会集団の流動性が生じ
た原因とメカニズムは､社会的なものに求められる可能性が高い｡親族関係にある者が誰も居住し
ていないウリレン-移動する場合には､集団の流動性が生じた原因とメカニズムは､生態的･自然
的な条件に求められる可能性が極めて高く､誰と誰が同じウリレンに所属するかについて偶然性が
はたらくものと考えられる｡
新生村と希日特奇相の例から､村における民族構成の変化と政府政策の関与について､定住後の
特にオロチョン村の民族構成に変化が生じたことは､政府政策と緊密に繋がっていることが分かる｡
｢北大荒｣開発､ ｢上山下郷｣運動という国家の農業発展政策に関わるものと､無料家屋､ ｢禁猟補
助金｣というオロチョンに対する社会福祉政策に関わるものの2つが大きいな要因であったことが
明らかになった｡
2)オロチョンの社会集団の構成変化と居住形態との関連性
大興安嶺地域の畢泣河流域のAウリレンの空間配置の事例を通して､考察した結果をまとめると､
次のようになる｡第一に､オロチョンの家屋内部の空間が仕切られることはなく､一応未分化の状
態に見えるが､実際には見えない境界が存在しており､彼らの行動はその見えない境界に制限され
ていたことが明らかになった｡第2に､家屋を一列縦隊に配列することは信仰と関連していたこと
が判明した｡
一方では､居住形態の変化がオロチョンにもたらす影響について､新生村と希目特奇相の例を通
して､信仰と人間関係の2つの視点から､次のことが判明した｡第一に､定住後に居住空間の変化
によって彼らは信仰の土台を失ったこと､第二に､オロチョンの伝統的な人間関係の秩序を維持す
ることが困難になったこと､第三に､彼らのアイデンティティーにも大きく影響したことである｡
このように､オロチョン住居の空間形態を社会人類学の視点からみると､彼らの住居形態とその住
まい方は､単なる居住機能の問題だけではなく､オロチョ′ン社会における人間関係や人間行動の分
類法､世界像の認識法などに基づいたものであり､オロチョン社会における人間関係の秩序原理が
投影されたものであることが分かった｡
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論文審査結果の要旨
本論文は､中国東北部の少数民族であるオロチョン族を対象に､定住化を推進する国家政策とその結果とし
ての社会変容について､社会集団の流動性という概念をキーワードとして詳細に考察したものである｡実地調
査にもとづくデータと､先行研究者が書き残tた民族誌や歴史資料を駆使した研究であり､相応のオリジナリ
ティーを備えた研究と言える｡また､データ分析の手法も撤密であり､論旨も概ね明噺であり､学術論文とし
ての形式を十分に備えている｡
第1章では､狩猟採集社会に関する研究のパラダイムの変遷を踏まえつつ､狩猟採集社会における社会集団
の流動性に関する研究の問題意識と研究傾向を整理している｡続く第2章では､ 20世紀前半のオロチョン社会
に関する従来の民族学､歴史学､地理学等の研究成果を整理した上で､ウリレンの構成を5類型に分類し､地
域別の特徴を明らかにしている｡第3章では､ ｢移動生活の時代｣のオロチョンの生業活動と集団構成の流動的
変化の関係について分析し､さらにウリレンの集落形態と信仰との関連性について考察している｡続いて第4
章では､中興安嶺地区､諾敏河流域のウリレンごとの居住者を追跡する詳細な分析を行い､ウリレン構成員の
流動性を生む要因として､狩猟採集活動と親族内の人間関係の変化の2つを指摘している｡そして第5章では､
農耕･定住の萌芽と｢棄猟帝展｣の実施､及び1950年代以後の定住化のプロセスを検討し､定住後の狩猟活動
がオロチョンにとってもつ意味を､コミュニティー､工芸､民族アイデンティティー等との関連から考察した｡
また第6章では､定住後のオロチョン村の構成形態を2類型に分類し､政府による優遇政策の影響力､異民族
出身配偶者の親交ネットワークの社会的影響などを分析している｡
国家の定住政策と採集狩猟民社会の変化については､清末以降の約100年のタイムスパンで､それなりによ
く整理と分析が試みられている｡また､オロチョンの定住化以降の社会変化の実態分析に関しては､現在進行
中の貴重な諸事実の観察を行っており､いくつかの興味深い事実を指摘している｡国外および中国国内での他
の定住政策との比較検討にまで十分に踏み込んでいるとは言えず､そのため中華人民共和国の定住化政策なら
びにオロチョンの事例のもつ特徴を､客観的に明らかにするには至っていない点､また定住化により､オロチ
ョン社会内部のより多様な人間関係や､外部社会との連接･仲介のメカニズムがどう変わったか､もう少し踏
み込むべき点があると考えられることなど､今後に残した課題はいくつかあるが､そうした点を差し引くとし
ても､本論文は当該分野におけるオリジナリティーのある研究として認めるに充分な内容を有しており､よっ
て､本論文は博士(学術の学位論文として合格と認める｡
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